
【学習指導要領】(学力の３要素のバランスの取れた育成を重視)

○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得 ○ 思考力・判断力・表現力の育成

○ 主体的な学習態度の向上

【本研究のねらい】

児童生徒の思考力・判断力・表現力の育成について，学習評価を通じて学習指導の在り方

を見直し，その改善を図る。

教科教育研修課の研究

〔 研 究 主 題 〕

思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究

１ 研究主題の基本的な考え方

各学校での取組「言語活動の充実」

○ 思考・判断したり，表現したりする機会の増加

○ 主体的に学ぶ態度の向上

２ 実態調査から得られた研究の方向性 (県内小・中・高等学校・特別支援学校への質問紙調査，平成23年10月実施）

【思考力・判断力・表現力を育成する重要性】

○ 知識基盤社会などへの対応 ○ 各調査結果から明らかになった課題への対応

【言語活動について】

△ 半数以上の学校で言語活動に取り組んでいるが，活動の質的な向上が課題である。

【研究の方向性】

○ 教科の特性を踏まえ，評価規準に基づいて判断の基準を設定する必要がある。

○ 基準を満たす手立てを工夫するなど，指導と評価の一体化を図ることが必要である。

【「思考・判断・表現」の評価について】

△ 「思考・判断・表現」の評価を難しいと感じている割合が多い。

△ 目標に達したかを判断する基準が明確でない。
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３ 「判断基準」の設定による評価の明確化

(1) 「判断基準」の考え方

ア 「判断基準」とは

・ 「判断基準」とは，評価規準で設定された児童生徒の「思考・判断・表現」の学習

状況を，より分析的に表した「判断の要素」を具体化した尺度である。

・ 児童生徒の思考・判断の過程やその結果としての表現を，質的，量的な面からより

よく評価することができる。

イ 「判断基準」の設定

・ 「判断基準」においては，児童生徒の状況を考慮し，判断基準Ｂと判断基準Ａを設

定する。

・ 判断基準Ｂは，評価規準を

分析的に表した判断の各要素

を，「おおむね満足できる」

具体的な状況で表したもので

ある。

・ 判断基準Ａは，判断基準Ｂ

に照らして，その程度を超え

たと認められる状況を表した

ものである。

(2) 「判断基準」の設定の実際（「児童生徒が考えたことを発表する」活動を想定した場合)

・ 評価規準に基づき，「発表内容」「発表内容の構成」「発表の方法」などを「判断の要

素」と設定する。

・ これらに対応する判断基準Ｂについては，「テーマに基づいた視点の有無」「意見と

その根拠や例示などの有無」「グラフなどの情報の提示の有無」等が考えられる。

・ 判断基準Ｂの設定においては，児童生徒の実態と適合させるため，予想される児童生

徒の表現例等も併記し，信頼性を高めることが必要である。

・ 指導者が児童生徒の目標の達成状況を見て，更なる指導を行う場合の学習状況の程度

及び，その他の「おおむね満足できる」学習状況以上にあると認められるものを判断基

準Ａとする。「十分満足できる」児童生徒の姿は，多岐にわたることが想定されるため

固定的には捉えず，児童生徒の学習状況を見て判断することも必要である。
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４ ｢判断基準」の設定による授業づくり

(1) 教科の特性に基づく「思考・判断・表現」の評価と指導

・ 「判断基準」は，言語活動に至るまでの指導を充実させるための重要なポイントとし

て捉えることも大切である。

・ 教材研究時に，評価規準を分析的に表した「判断の要素」から「判断基準」や「予想

される表現例」をあらかじめ設定することで，指導と評価の一体化を図ることができる

と考えられる。

・ 判断基準Ｂを設定することで，児童生徒が思考・判断及び表現する活動において，ね

らいに到達させる手立てを具体的に用意することができる。

・ 「判断基準」による指導と評価の単元への位置付けは，教科や題材により異なること

から，指導者が適切に判断することが必要である。

ア 国語科の例

・ 国語科では，単元を貫く言語

活動が重視されており，単

元終末に最も思考力・判断力・

表現力が発揮される場合が多

い。

・ 判断基準Ｂを基にして計画

的・段階的に指導する必要が

ある。この場合，予想される

児童生徒の表現例は，単元の

学習が集約された形で表される。

イ 算数科の例

・ 算数科では，「数学的な考え

方」をどのように評価するのか

を検討し，単元の指導計画に位

置付ける。そこで思考・判断し

たことや数学的に表現したこと

を基に，その後の教科内容の深

まりを確かなものにする。

・ 「数学的な考え方」は，「技

能」や「知識・理解」の定着と

ともに，数学的に思考・判断し，

表現する力も相乗的に伸びていくと考えられる。

・ この場合，当該時間の指導や見取りだけではなく，単元を通して児童生徒の伸びを見

ていくことが必要である。
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(2) 「判断基準」による見取りと指導

・ 評価を指導に生かすには，児童生徒の学習状況を見取り，その状況に応じて必要な指

導を加えていくことが大切である。

ア Ｂ状況を満たさない児童生徒への補充指導の考え方

・ 「努力を要する」と判断される児童生徒への補充指導については，判断基準Ｂのそれ

ぞれに照らして，児童生徒自らが，十分でない点に気付くよう指導を行う必要がある。

・ この「気付き」を促す指導は，判断基準Ｂを満たすための手立てを用いて，再度児童

生徒に働き掛ける指導や児童生徒の個別の達成度に応じて柔軟に行う指導が考えられる。

イ Ｂ状況の児童生徒への深化指導の考え方

・ 「おおむね満足できる」と判断される児童生徒への深化指導についても，判断基準Ａ

として，あらかじめ想定しておくことが大切である。

・ 授業における目標は達成していることから，課題解決の多様な方法に気付かせたり，

思考・判断が質的に深まるよう「新たな視点」を提示したりすることなどが考えられる。

・ 児童生徒の発言，論述及び作品等から「新たな視点」を導き出し提示することも有効

な指導法であると考えられる。

(3) 「判断基準」による指導と評価

「判断基準」に照らした指導や評価の流れを以下に示す。

思考力・判断力・表現力を育成する指導例 関連する評価の例

【判断基準に基づく指導】 【判断基準に基づく評価】
○ 判断基準Ｂのそれぞれを満たすため ○ 主として全児童生徒がＢ状況を満たすよう
の手立てなど 適切に指導を行うための評価

必要な知識・技能の確認，定着
○ 日常の授業の中で適宜行われる評価

発問と応答，話合いの観察，小テスト，
学習記録，ワークシート 等

【思考・判断し表現する学習活動】 【「思考・判断・表現」の評価】
（言語活動等） ○ 思考力・判断力・表現力が身に付いた姿
○ 単元において適切に設定した時期に (判断基準Ｂの全て＝評価規準)による評価

行う学習活動
【補充・深化指導】 記述したもの（レポート，ワークシート），

○ 補充指導･･･「気付き」の促し テスト(筆記，実技) 等
○ 深化指導･･･「新たな視点」の提示

５ 成果と課題

＜成果＞

○ 思考力・判断力・表現力を育成する確かな指導の考え方が明確になった。

○ 「思考・判断・表現」の評価を適切に行う考え方を示すことができた。

○ 評価結果を指導に生かす考え方を示すことができた。

＜課題＞

△ 思考力・判断力・表現力の系統的な指導の在り方について研究を進める必要がある。

△ 評価規準や「判断基準」の妥当性を高める取組を進める必要がある。
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＜平成23・24年度＞

思考力・判断力・表現力を
育成する指導と評価に関する研究

鹿児島県総合教育センター鹿児島県総合教育センター

【平成24年度調査研究発表会】

全体会研究発表

1

発表内容

Ⅱ 「判断基準」の設定による評価の明確化

Ⅲ 「判断基準」の設定による授業づくり

Ⅰ 研究の基本的な考え方

Ⅳ 成果と課題

2

Ⅰ 研究の基本的な考え方

3

言語活動の充実 ■ 各教科等の目標達成に有効に働く

■ 思考力・判断力・表現力の育成につながる

思考力・判断力・表現力を育成する言語活動

○ 知識基盤社会，グローバル化などへの対応
○ 各調査結果から明らかになった課題への対応

学習指導要領
知識・技能の習得

思考力・判断力・表現力等の育成

地図や統計など各種の資料から必要な情報を集めて読み取る
こと，社会的事象の意味，意義を解釈すること，事象の特色や事
象間の関連を説明すること，自分の考えを論述することを一層重
視すること。

言語活動の充実の捉え【社会・地歴・公民科】

4

本研究のイメージ

思考力・判断力・表現力の育成

言語活動

「思考・判断・表現」の評価の見直し
評価規準に基づく

「判断基準」の設定

教科等の目標の達成

指導の充実
指導の
ポイント

「思考・判断・表現」の評価

発表，記述等 適切な評価
評価の
ポイント

学習指導の改善

5

学力の３要素と「思考・判断・表現」の評価

児童生徒の学習評価について(報告) 平成22年3月

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会

基礎的･基本的な知識・技能

課題を解決するために必要な
思考力･判断力･表現力等

主体的に学習に取り組む態度

知識･理解 技能

思考･判断･表現

関心･意欲･態度

【学力の３要素】 【学習評価の４観点】

円滑に実施できているとは
感じていない割合が高い

6
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「思考・判断・表現」の評価規準

各教科の目標 評価の観点及び趣旨

「評価規準作成のための参考資料」（国立教育政策研究所）

評価規準に盛り込むべき事項 評価規準の設定例

単元の評価規準の設定

必要に応じ，単元内の学習活
動に即した評価規準の設定

7

○ 県内全公立小・中・高等学校・特別支援学校

○ 調査期間 平成23年10月21日～11月８日

県内各学校の実態調査

１ 言語活動の取組状況

２ 「思考・判断・表現」を見取る評価資料

３ 「思考・判断・表現」の評価の判断

思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する調査

8

調査項目

言語活動の取組状況

単元の指導計画に位置付けている。

教科の特性を踏まえ取り組んでいる。

評価と関連付け，取り組んでいる。

○ 半数以上が何らかの形で言語活動に取り組んでいる

○ 指導計画や評価と関連付けた言語活動は，30～40％

0 50 100

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

(%)

9

小
中
高
特

小
中
高
特

小
中
高
特

0 50 100

記述式のテスト

授業中のノートやワークシート

調べたことなどのレポートや報告

説明や発言，話合いの内容

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

「思考・判断・表現」の評価資料

○ 全校種において，「記述したもの」を評価対象としている。

100(%)

10

小
中
高
特

小
中
高
特

小
中
高
特

小
中
高
特

「思考・判断・表現」の評価の判断

○ 判断するための基準を定めているのは，中学校で約半数，

その他の校種では，20～40%

判断するための基準を定め判断

評価規準で判断

0 50 100

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

100(%)

評価規準で判断評価規準で判断

判断するための基準
を定め判断

11

小
中
高
特

小
中
高
特

課題と研究の方向性

○ 評価規準に基づいて判断する基準を明らかにする。

○ 基準を満たす手立てなど，指導の改善を図る。

○ 半数以上の学校で言語活動に取り組んでいるが，活動の
質的向上が課題である。

○ 「思考・判断・表現」の評価を難しいと感じている割合が多い。

○ 目標に到達したかを判断する基準が明確でない。

言語活動について

「思考・判断・表現」の評価について

研究の方向性

12
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Ⅱ 「判断基準」の設定による評価の明確化

13

言語活動で思考・判断し，表現したこと

「思考･判断･表現」の評価

課題解決

14

△思考・判断し，表現したことをどう評価すればよいのか。

「思考・判断・表現」の評価と指導

課
題

本
研
究

評価規準を基に評価と指導のよりどころを明確にする。

判断基準

△言語活動の質的向上をどのように図ればよいのか。

複数の知識・技能 多岐にわたる表現

尺

度

「判断基準」の考え方
評
価
規
準

本文の内容について要点を適切に聞き取り，文化による挨拶などの違い
について，既習の表現を用いて自分の考えや感想を書くことができる。

（中学校３年英語の例）

どのような内容か。
どのような表現か。

判断基準

判断の要素

生徒の書いた感想
15

言語活動を通じて

「思考・判断・表現」の判断基準の設定

「思考・判断・表現」の評価

予想される表現例

～

評
価
規
準

判
断
の
要
素

判断基準Ｂの程度を超えたと認め
られる状況

（※ 固定的に捉えるものではない。）

判断基準A

判断の要素を「おおむね満足で
きる」具体的な状況で表したもの

判断基準B

十分満足
できる状況

(A状況)

おおむね満
足できる状況

(B状況)

努力を要する

状況(C状況)

分析的に
具体化

16

「思考・判断・表現」の判断基準の設定

予想される表現例

評
価
規
準

判
断
の
要
素

判断の要素を「おおむね満足で
きる」具体的な状況で表したもの

判断基準B

分析的に
具体化

「思考・判断・表現」の評価

17

「判断基準」の例
評
価
規
準

（中学校３年英語の例）

分析的に
具体化

判断基準Ｂ

５文程度の英文

登場人物の言動の引用

登場人物への賛否

有効な文構造 ( It is～等 )

Jenny thinks asking 
“Where are you going?” is 
rude.  I don’t understand
Emily’s idea because it is 
important for her….

予想される生徒の表現例

英文の量

内容理解に
関する記述

自分の考え

語彙，文構造，
文章構成

判断の要素

本文の内容について要点を適切に聞き取り，文化による挨拶などの違い
について，既習の表現を用いて自分の考えや感想を書くことができる。

判断基準Ａ

登場人物の言動の要約

理由付けへの根拠と例示

その他，Ｂ状況以上のもの

(例)Jenny is tired of answering 
the same repeated questions .  
I understand  her, but  Jenny 
should try to understand how 
to communicate in a Japanese 
community.  For example, …… 

18
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Ⅲ 「判断基準」の設定による授業づくり

19

「判断基準」による指導

目指す児童生徒の姿
（評価規準＝判断基準Ｂの全て）

評
価
規
準

全て満たした状況

判断基準B

＝ ○○との比較

○○を用いた表現

思考・判断し，表現させる指導

を念頭に指導判断基準B

教師の働き掛け
○ 課題の把握
○ 知識・技能の確認
○ 言語活動時の指導

教科や題材の特性を考慮する。

20

「判断基準」による指導

単元を貫く言語活動（国語）の例 中学校２年「短歌を味わおう」

短歌に込められている情景や心情，表現技法を踏ま
えて，鑑賞文を書く活動

思考・判断し，
表現する活動

判断基準B

設定された時・場・人の 解釈

キーワードを挙げた解釈

適切な語句や文末表現等を使った表現

表現技法の効果を踏まえた解釈

この短歌は，冬の屋外で、

（後略）

この短歌は，冬の屋外で、
恋人同士か仲の良い友達
同士が会話している様子
を詠んでいるのだろう。「寒
いね。」と気軽な感じで話し
かけていることと，・・・
（後略）

予想される生徒の表現例

21

「判断基準」による指導

時 主な学習活動
指導上の留意点

【評価規準（評価方法）】

１ 【国語への関心・意欲・態度①（観察）】

２ 【読む能力①（行動の観察）】

３
【言語についての知識・理解・技能①
（記述の分析）】

４ 【読む能力②（記述の分析）】

５ 【読む能力②（行動の観察）】

６ 【読む能力②（記述の分析）】

７ 【読む能力③（作品の分析）】

８ 【国語への関心・意欲・態度①（観察）】

最
も
思
考
力
・判
断
力
・
表
現
力

が
発
揮
さ
れ
る
時
間
に
評
価

単元を貫く言語活動（国語）の例

判断基準Bを
満たした状況

○ 単元を見通した指導

○ 段階的な指導

判断基準B

22

「判断基準」による指導

数学的な考え方（算数）の例

・ 同じ図形の仲間を囲んで説明

・ 言葉を添えたり，図形を指し示したりして説明

小学校４年「いろいろな四角形」

思考・判断，表現しながら，数学的
な考え方に気付き，理解する活動

四角形の仲間分け

数学的な表現
（言葉，図形，記号 など）

直角による
仲間分け

長さの等しい辺
による仲間分け

平行線による
仲間分け

判断基準B

23

「判断基準」による指導

時 主な学習活動
関心・意
欲・態度

数学的な考え方 技能
知識・
理解

１
４本の直線で
四角形を作る。

進んで作
ろうとする。

２

仲間分け，
理由付けを
する。

基準になる
性質を見付
けることがで
きる。

３
台形について
知る。

作図する
ことができ
る。

４

・
・
・

数学的な考え方（算数）の例

これまでの学習，
経験，数学的表現

判断基準Bを
満たした状況

思考・判断，
表現しながら，
数学的な考え
方に気付き，
理解する時間

の定着

技能 知識・理解

「数学的考え方」の
更なる指導

24
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補充・深化指導

評価結果を指導に生かす

予想される表現例

評
価
規
準

判
断
の
要
素

判断基準Ｂの程度を超えたと認め
られる状況

（※ 固定的に捉えるものではない。）

判断基準A

判断の要素を「おおむね満足で
きる」具体的な状況で表したもの

判断基準B

分析的に
具体化

Ｂ状況の
児童生徒

深
化
指
導

Ｃ状況の
児童生徒

補
充
指
導

「気付き」の
促し

「新たな視点」
の提示

Ａ状況の
児童生徒

25

「判断基準」による補充指導

乗換えは，表現でき
ているが，複製面で
分離している。

○ 減数分裂における
染色体の動きの確認

○ 対合の概念の確認

対合，乗換えの様子
が正しく表現できている。

「努力を要する」Ｃ状況 「おおむね満足できる」Ｂ状況
補充指導

「気付き」の促し

既習事項の振り返り

乗換え
対合 乗換え

遺伝子の連鎖と組換えについて，減数分裂に
おける染色体の動きと関連付けて考察できる。

評価
規準

ア 連鎖，組換えにおける遺伝子の動きを思考し表現できる。
イ 減数分裂における染色体の動き（対合）を思考し，表現できる。
ウ 組換えにおける染色体の動き（乗換え）を思考し，表現できる。

判断
基準B

高校２年生物の例

26

「判断基準」による深化指導

○ 対合の概念の確認

○ 染色体の動きを立
体的に捉える

対合，乗換えの様子
が正しく表現できている。

「おおむね満足できる」Ｂ状況
深化指導

「新たな視点」の提示

発展的な思考

乗換え時の染色体の
様子が正しく表現され
ている。

「十分満足できる」Ａ状況

遺伝子の連鎖と組換えについて，減数分裂に
おける染色体の動きと関連付けて考察できる。

評価
規準

ア 連鎖，組換えにおける遺伝子の動きを思考し表現できる。
イ 減数分裂における染色体の動き（対合）を思考し，表現できる。
ウ 組換えにおける染色体の動き（乗換え）を思考し，表現できる。

判断
基準B

高校２年生物の例

27

判断基準A

「判断基準」に基づいた指導と見取り

「判断基準」に基づく指導

「思考・判断・表現」の
見取り

補充・深化指導

○ 教師の働き掛け，手立て
○ 知識・技能の確認，定着

○ 思考，判断し表現する言語活
動の設定

○ 児童生徒の姿による評価
（判断基準Ｂの全て＝評価規準）

○ 評価の資料
・記述したもの（ワークシート等）
・テスト（筆記，実技），評価問題

○ 補充指導：「気付き」の促し
○ 深化指導：「新たな視点」の提示

28

Ⅳ 成果と課題

29

成果と課題

○ 思考力・判断力・表現力を育成する確かな指導の考え方が明確になった。

○ 「思考・判断・表現」の評価を適切に行う考え方を示すことができた。

成果

○ 評価結果を指導に生かす考え方を示すことができた。

課題

△ 思考力・判断力・表現力育成の系統的な指導の在り方について研究を進め
る必要がある。

△ 評価規準や「判断基準」の妥当性を高める取組を進める必要がある。

30
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